
誕
幅
林
神
社
の
大
看
板
立
つ

国
道
三
五
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号
線
頼
成
北
交
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点
角
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国
道
二
五
九
号
線
頼
成
北

交
差
点
角
に
延
喜
式
内
林
神

社
の
大
看
板
が
立
て
ら
れ
、

三
月
十
六
日
の
春
季
例
祭
に

あ
わ
せ
て
神
職
の
お
祓
い
を

受
け
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

高
さ
約
５
メ
ー
ト
ル
の
こ

の
大
看
板
は
、
長
い
問
公
文

名
交
差
点
に
立
て
ら
れ
て
い

て
、
頼
成
の
道
じ
る
べ
と
し

て
も
親
し
ま
れ
て
い
た
島
鮮

魚
店
さ
ん
の
立
看
板
を
譲
り

受
け
お
色
直
し
を
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
氏
神

様
の
ご
加
護
を
受
け
た
交
通
安
全
の
お
守
り
と
し
て
、

ま
た
頼
成
の
シ
ン
ボ
ル

・
道
じ
る
べ
と
し
て
末
永
く
お

役
に
立
ち
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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夫
さ
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波
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副
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長
に

頼
成
に
二
人
目
の
市
事
務
方
ト
ツ
プ

四
月
の
砺
波
市
人
事
異
動
で
川
原
常
会
の
齊
籐

一
夫

さ
ん
が
副
市
長
に
就
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
七
年
吉
田
俊
和
さ
ん
⌒当
時
は
助
役

・
北
明
）
以

来
、
頼
成
地
区
と
し
て
は
二
人
目
の
市
行
政
ト
ツ
プ
の

誕
生
で
ま
こ
と
に
ご
同
慶
の
至
り
で
す
。
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仇
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奔
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幸

雄
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峰

４
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皇

古

　

七
１

点

手
戌

二
十
二
年

二
月
二
十
二
口
　

バヽ
十
七
嵐

よ
め
て
ご
兵
活
を
お
綺

，
申
ｔ
上
げ
ま
す

楽
な
姿
勢
で
会
合
が

楽
座
椅
子
五
十
脚
備
え
付
け

こ
の
ほ
ど
い
か
る
ぎ
館
に
楽
座
椅
子
五
十

脚
が
備
え
付
け
ら
れ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
自
治
会
総
会
で
林
正
範
委
員
長
が
、

今
年
度
の
活
動
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
三

つ
の
重
点
の
一
つ
、

「い
か
る
ぎ
館
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
」
施
策
の
一
環
で
、
座
る

こ
と
の
苦
手
な
若
い
人
達
の
会
合
や
、
足
腰
の
不
調
を
抱
え
る

人
の
多
い
高
齢
者
の
会
合
な
ど
に
は
た
い
へ
ん
有
り
難
い
設
備

で
す
。
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日程など詳細は申
込み用紙付きチラ
シこ覧ください

や
ま
ぶ
き
荘
　
会
費
千
五
百
円

今月は「明治時代、頼成から

ロシアヘトド狩りに行った男の

話」と題する席亭の話がありまし

た。林貞吉。元治元年、公文名の林安右衛門の次男

として生まれ、金沢、羽昨などの私塾に遊学したあと

頼成に帰り、18歳から24歳まで訓導として、25歳か

ら35歳まで校長として砺波各地の小学校の教壇に立

ちました。明治36年、幸吉丸という船を借り切って仲

間と共にロシア沿海州探検に出掛けました。書き残さ

れた詳細な記録に基づいて、スライドなどを交えながら探検旅行の

様子が紹介されました。午後は阿弥陀経の朗誦と仏説観無量寿経の

書写の第22回 目を行いました。

当日は二日前に運び込まれたば

かりの真新しい楽座椅子が並べら

れ、みなさん楽な姿勢で話が聞け

たと喜んでおられました。
次回は4月 18日 (木)お花見昼食会です。詳細は別紙参照。第二

水曜日ではありませんのでご注意ください。
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市
教
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委
員
長
豊
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教
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坊
守

瀬

尾

並
・木

克

こころ曖まる彗
話、こころをつな
ぐ替の語.自らの
体験を通して熱く
爾られます。ぜひ
む来聴ください。


